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著 書 Pendletonは1917-35の間に インド, フィ
リピン,シナでそれぞれ長期間,熱帯の土壌および農
業の研究,指導にあたった後, タイ国にすみつき,
1957年に死去するまでほとんどその全部をタイ国での
研究,指導に過したという｡本書は Pendletonの熱
帯におけるこのような豊富な経験と数多 くの研究業績
を中心として R.C.Kingsburyその他の人々が補足,
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編集したもので,つぎの10章から成っている｡
1.History,2.PhysiographyandGeology,3.
Soils,NaturalVegetation,andAnimallife,4.
ClimateandWaterEconomy 5.TheAgrarian
Landscape:Irrigation,RiceAgriculture,and
Farm Systems 6.TheAgrarianLandscape:
SubsidiaryCrops,AnimalHusbandry,andFish-
ing 7.TheUtilizationofForests 8.Mineral
DepositsandTheirDevelopment 9.Power,
Industrial,Potential,andManufactlring
10.Transportation,Communications,andTrade
このうち,2,3,4,7の各章は Pendleton自身の
報告を中心として書かれているが,6,9,10の各章は
主に本書を編集したKingsburyによって書かれてい
る｡
農林業およびその基礎としての自然条件の広い分野
を含み,内容も豊富であるから,タイ国の農林業を知
ろうとする者にとってはその概要を各方面から理解す
るのに適切で,すぐれた著書ということができ,是非
一読して戴きたいと患う｡
概要を理解するのには適切であるとしても,一面深
い専問的な知識を求めるものには些か物たりないうら
みはある｡各章とも解説的な記述であって,基礎にな
ったデータに極めて乏しい｡たとえばタイ国全土にわ
たって土壌図がつくられている｡その業績は高く評価
すべきであるが,それは土性による分類に基づいてつ
くられ それぞれの農業的な価値にまでふれてはいる
が,分析結果の記載はなく,その他の土壌学的な分
柿,説明はみられない｡しかし,このようなことはも
ともと本書の目的ではなかったのであろう｡深化した
専問的な研究はむしろ今後の問題で,巾広 くこの国の
農林業の現状とその自然的な立地条件をおおづかみに
でも把握することがまず第一に必要である｡このよう
な全般的な理解のもとに,専問的な研究の問題点は各
人が本書から間接に読みとるべきであろう｡
(堤利夫)
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